
第２章 国保の医療に要する費用及び財政の見通し 

 

（３）二次医療圏別多発疾病の状況 
北海道国保連合会が作成した「疾病分類（122分類）別多発疾病上位 20傑の推移（件

数構成割合）」により、令和２年５月診療分の状況を二次医療圏域ごとに見ると、「高
血圧性疾患」が１位を占めており、ほとんどの圏域で「歯肉炎・歯周疾患」、「糖尿病」
や「脂質異常症」がそれらに続いています。 

 

表 10 疾病分類（122 分類）別多発疾病上位 20 傑の状況（件数構成割合） 

 

 

（４）医療供給体制と医療費の状況 
全国的に病床数と入院診療費には強い相関関係が見られます。北海道の人口 10万人

当たりの病床数は令和２年 10 月１日現在で 1,761 床であり、全国 1,195 床の約 1.47
倍となっており、北海道の一人当たりの入院診療費を押し上げている要因の一つにな
っているものと考えられます（表 11及び図 11参照）。 
また、二次医療圏域ごとに見ても、人口 10万人当たりの病床数が一番少ない根室圏

域が国保の一人当たり医療費も低く、中空知・西胆振圏域など人口 10万人当たりの病

床数が多い圏域は高い傾向になっています（図 12参照）。 
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表 11  二次医療圏域別の一人当たり医療費の状況（Ｒ２） 
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図 11 全国の一人当たり医療費（入院診療費）と病床数の状況（Ｒ２） 
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図 12 一人当たり医療費と人口 10 万人当たり病床数の関係（Ｒ２） 
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（５）医療費の将来の見通し 

将来の医療費の見通しについて、第４期北海道医療費適正化計画では、計画期間(令

和６年度から 11 年度)までの全道における医療費見込みを推計しており、北海道国民

健康保険における推計値は下記のとおりです。 

 

 ① 推計医療費（全道）  

 

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 

4,601 億円 4,529 億円 4,472億円 4,443 億円 4,440 億円 4,463億円 

 

② 一人当たり推計医療費  

 

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 

447,842円 449,669円 451,341円 456,056円 463,796円 474,593円 

 

③ 上記の推計方法  

＜推計医療費の算出方法（概要）＞ 

国民健康保険医療費の見込み＝総医療費の見込み｛入院医療費（病床機能の分化及 

び連携の推進の成果）＋入院外医療費・歯科医療費

（医療費適正化の取組の効果）｝×国保医療費の割

合 
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